
（
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
等
に
係
る
道
府
県
の
十
二
月
分
の
算
定
方
法
の
特
例
）

（
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
係
る
道
府
県
の
十
二
月
分
の
算
定
方
法
の
特
例
）

第
十
二
条

令
和
元
年
度
に
限
り
、
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
に
、

次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）の
合
算
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

第
十
二
条

平
成
三
十
年
度
に
限
り
、
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
額
は
、同
号
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
に
、

次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）の
合
算
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

一

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少
又
は
事
業
休
止
等
に
よ
り
資
金
不
足
額
が
発
生
又
は

拡
大
す
る
と
見
込
ま
れ
る
公
営
企
業
が
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
利
子
支
払
額

の
財
源
に
充
て
る
た
め
当
該
年
度
中
に
一
般
会
計
か
ら
当
該
公
営
企
業
に
係
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
た
額

（
当
該
利
子
支
払
額
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
に
限
る
。）に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額

一

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少
又
は
事
業
休
止
等
に
よ
り
資
金
不
足
額
が
発
生
又
は

拡
大
す
る
と
見
込
ま
れ
る
公
営
企
業
が
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
利
子
支
払
額

の
財
源
に
充
て
る
た
め
当
該
年
度
中
に
一
般
会
計
か
ら
当
該
公
営
企
業
に
係
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
た
額

（
当
該
利
子
支
払
額
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
に
限
る
。）に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額

二

国
の
補
助
金
を
受
け
て
施
行
す
る
心
の
ケ
ア
事
業
（
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨

及
び
平
成
三
十
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算

定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額

二

国
の
補
助
金
を
受
け
て
施
行
す
る
熊
本
県
心
の
ケ
ア
事
業
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の

基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額

三

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
道
府
県
に
お
い
て
、
公
営
企
業
の
職
員
を
災
害

復
旧
等
に
従
事
さ
せ
る
た
め
転
任
さ
せ
た
場
合
の
当
該
職
員
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
特
別
交
付
税
の
算
定

の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
認
め
た
経
費
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額

三

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
道
府
県
に
お
い
て
、
公
営
企
業
の
職
員
を
災
害

復
旧
等
に
従
事
さ
せ
る
た
め
転
任
さ
せ
た
場
合
の
当
該
職
員
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
特
別
交
付
税
の
算
定

の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
認
め
た
経
費
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額

四

国
の
補
助
金
を
受
け
て
施
行
す
る
被
災
し
た
妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
相
談
等
の
母
子
保
健
支
援
事
業
（
平
成

二
十
八
年
熊
本
地
震
及
び
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付

税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額

四

国
の
補
助
金
を
受
け
て
実
施
す
る
被
災
し
た
妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
相
談
等
の
母
子
保
健
支
援
事
業
（
平
成

二
十
八
年
熊
本
地
震
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き

も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額

（
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
等
に
係
る
市
町
村
の
十
二
月
分
の
算
定
方
法
の
特
例
）

（
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
係
る
市
町
村
の
十
二
月
分
の
算
定
方
法
の
特
例
）

第
十
三
条

令
和
元
年
度
に
限
り
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
額
は
、
同
号
イ
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額

に
、
次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）の
合
算
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

第
十
三
条

平
成
三
十
年
度
に
限
り
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
額
は
、
同
号
イ
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た

額
に
、
次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、表
示
単
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）の
合
算
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

一

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少
又
は
事
業
休
止
等
に
よ
り
資
金
不
足
額
が
発
生
又
は

拡
大
す
る
と
見
込
ま
れ
る
公
営
企
業
が
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
利
子
支
払
額

の
財
源
に
充
て
る
た
め
当
該
年
度
中
に
一
般
会
計
か
ら
当
該
公
営
企
業
に
係
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
た
額

（
当
該
利
子
支
払
額
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
に
限
る
。）に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
。
た
だ
し
、
公
営
企
業
に
つ

い
て
は
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市
町
村
又
は
当
該
市

町
村
が
加
入
す
る
一
部
事
務
組
合
等
の
行
う
企
業
と
す
る
。

一

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少
又
は
事
業
休
止
等
に
よ
り
資
金
不
足
額
が
発
生
又
は

拡
大
す
る
と
見
込
ま
れ
る
公
営
企
業
が
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
利
子
支
払
額

の
財
源
に
充
て
る
た
め
当
該
年
度
中
に
一
般
会
計
か
ら
当
該
公
営
企
業
に
係
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
た
額

（
当
該
利
子
支
払
額
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
に
限
る
。）に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
。
た
だ
し
、
公
営
企
業
に
つ

い
て
は
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市
町
村
又
は
当
該
市

町
村
が
加
入
す
る
一
部
事
務
組
合
等
の
行
う
企
業
と
す
る
。

イ

震
度
六
弱
以
上
が
観
測
さ
れ
た
市
町
村

イ

震
度
六
弱
以
上
が
観
測
さ
れ
た
市
町
村

ロ

住
宅
の
全
壊
世
帯
数
（
戸
数
）
が
災
害
救
助
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
五
号
）
別

表
第
三
に
掲
げ
る
世
帯
数
（
戸
数
）
以
上
の
市
町
村
（
半
壊
は
二
戸
を
も
っ
て
全
壊
一
戸
と
す
る
。）

ロ

住
宅
の
全
壊
世
帯
数
（
戸
数
）
が
災
害
救
助
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
五
号
）
別

表
第
三
に
掲
げ
る
世
帯
数
（
戸
数
）
以
上
の
市
町
村
（
半
壊
は
二
戸
を
も
っ
て
全
壊
一
戸
と
す
る
。）

ハ

公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
費
及
び
災
害
廃
棄
物
処
理
等
に
係
る
地
元
負
担
額
の
標
準
税
収
入
割

合
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
市
町
村

ハ

公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
費
及
び
災
害
廃
棄
物
処
理
等
に
係
る
地
元
負
担
額
の
標
準
税
収
入
割

合
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
市
町
村

二

前
条
第
三
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中「
道
府
県
」

と
あ
る
の
は
「
市
町
村
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

二

前
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、同
号
中「
道

府
県
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

三

前
条
第
四
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額

三

前
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和元年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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